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事業計画

１

　

基本方針

　

今か３年度は、 新型コロナウィルス感染症のまん延の波が続く中、 食肉にっし・て、

′む配されていた牛枝肉価格は、 巣ごもり需要等に支えられ、 概ね堅調に推移していま

す。 また、 生乳につきましては、 過去の需給ひっ迫を受け増産体制となった一方、 新

型コロナウイルス感染症まん延の影響から、 業務用需要の回復の遅れや、 児童、 生徒

の学校給食の中止等による需要の低下などの需給緩和により、 乳製品の在庫余剰の状

況しが続 いて います。

　

生産者の飼養環境では、 トウモロコシ等の主生産地の作柄悪化による減産や大国の

家畜飼料需要の増大などが原因とみられる飼料価格の高騰、 東欧、 ロシアの情勢悪化

に伴う原油価格の高騰など、 生産コスト上昇に対する影響は引き続き予断を許さない

状況が予想されます。

　

また、 家畜衛生に日を向けますと、 豚熱 （ＣＳＦ） につし・ては、 県内で今春３年４

月から４農場の発生が確認され、 ３６， ６００頭余りが級処分となり、 高病原性、島イ

ンフルエンザにつきましても１１月以降、 近隣県において発生が確認されるなど、 見

えないウイルスとの闘いは、 更なる飼番衛生管理の徹底を図ることの重要性を再認識

する１年となりました。

　

本会では、 今後も、 アフターコロナを見据え、 畜産物の価格安定、 家畜衛生、 経営

支援、 家畜改良、 担い手の確保育成の５つの機能について、 畜産の専門機関として、
畜種ごとに有機的な情報活用を図り、 高い次元で対応する事務局体制を構築し、 法人

経営、 特色のある経営など、 多様化する畜産経営に合った専門性の高いサービスを提

供できる人材の育成を図ります。 また、 農場ＨＡＣＣＰ認証制度を通じた飼養衛生管

理の向上を推進するとともに、 持続可能な農場経営への取り組みが重要となる食品安

全を始め、 家畜の健康 （家畜衛生） や快適な飼育環境への配慮 （アニマルウェルフェ

ア）、労働者の安全対策、環境保全などを評価認証する畜産ＧＡＰ制度の導入を積極的

に支援し、 本県の畜産経営の安定向上と安全で良質な畜産物の生産に貢献し、 国氏生

活に不可欠な食料の安定的な供給について、 引き続き寄与して参ります。

　

また、 国際化に対応する畜産経営を確立するため、 国、 県、 中央団体等の実施する

経営支援、 価格安定対策等の補助事業、 助成事業、 受託事業等を積極的に活用すると

ともに、 各種ニーズに応えるための事業を自主事業として実施し、 県内畜産農家を支

援して参ります。

　

さらに、 畜産物の安全安′ｕを確保するため、 家畜や農場の衛生対策、 及び家畜の生

産性向上対策、 畜産への理解醸成など幅広い事業に取り組むとともに、 これまで継続

してきた事務の合理化や経費抑制についても引き続き実施して参ります。

　

なお、 本計画にない新規取り組みについては、 本会の事業日的に合致するものや、
社会的情勢の変化などにより喫緊の対応が求められる場合については、 事業計画に支

障のない範囲において取り組むことといたします。



今春４年度

　

実施事業数 （計画時）

（１） 会計区分内訳表

会計区分 補助事業 助成事業 特別事業 受託事業 家畜登録 事務受託 自主事業 計

公
益
日
的
事
業
会
計

公１（１）経営安定支援 １

　

（２） １

　

（４） １ （１） １ （１） ４

　

（８）

公１（２）経営向上支援 ８

　

（８） １ （１） ８

　

（９） １０ （１０） ２７ （２８）

公１（３）安全．理解 ５

　

（５） ５

　

（６） ４

　

（３） ９

　

（９） ２３ （２３）

公１（４）能力向上 ７

　

（７） ７

　

（５） ２

　

（２） ６

　

（６） ２２ （２０）

小計 ２１ （２２） ５

　

（６） ８

　

（６） １５ （１８） １ （１） ２６ （２６） ７６ （７９）

収
益
事
業
等
会
計

収１（１）家畜登録 ６

　

（６） ６

　

（６）

他１（１）団体事務受託 ８

　

（８） ８

　

（８）

′Ｊ・計 ６

　

（６） ８

　

（８） １４ （１４）

合計 ２１ （２２） ５

　

（６） ８

　

（６） １５ （１８） ６

　

（６） ９

　

（９） ２６ （２６） ９０ （９３）

（

　

）は今春３年度変更

　

業計画時の

（２） 補助元等区分別内訳

補助元等 補助事業 助成事業 特別事業 受託事業 家畜登録 事務受託 自主事業 計

農林水産省 ３

　

（３） ３

　

（３）

＃≠、馬県 ９

　

（７） ９

　

（７）

農畜産業振興機構 ６

　

（９） ２

　

（２） ８ （１１）

地方競、馬全国協会 １ （１） １ （１）

家畜登録団体 ６

　

（６） ６

　

（６）

中央畜産会 ２

　

（２） ４

　

（５） ８ （１０） １４ （１７）

その他団体 １

　

（１） ４

　

（５） ５

　

（６）

事務受託先 ８

　

（８） ８

　

（８）

その他 ７

　

（５） １

　

（１） １

　

（１） ９

　

（７）

目乙資金 １ （１） １ （１） ２５ （２５） ２７ （２７）

合計 ２１ （２２） ５

　

（６） ８

　

（６） １５ （１８） ６

　

（６） ９

　

（９） ２６ （２６） ９０ （９３）



今春４年度

　

実施事業一覧（計画時）

事業名

　　　　　　　　　　　　　　　　

１新規１廃止１会計区分１区分１ 事業種別

　　　　

補助元

【公益日的事業】畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進する事業

公１（１） 畜産経営の安定を支援する事業

Ｉ肉用子牛生産者補給金制度 公１（１） ア 補助事業 農畜産業振興機構

２肉用牛肥育経営安定交付金制度 公１（１） イ 受託事業 農畜産業振興機構

３価格安定推進支援事業 公１（１） イ 自主事業 目乙資金

４肉豚経営安定交付金制度推進事業（生産者事務受託） 公１（１） ウ 事務受託 目乙資金

公１（２） 畜産経営の向上を支援する事業

５地域畜産支援指導等体制強化事業 公１（２） ア 補助事業 地方競、馬全国協会

６経営流通対策事業（経営指導推進） 公１（２） ア 補助事業 群馬県

７畜産特別資金等推進指導事業 公１（２） ア 補助事業 中央畜産会

８畜産クラスター機械導入事業 公１（２） ア 受託事業 中央畜産会

９畜産クラスター全国実態調査事業 公１（２） ア 受託事業 中央畜産会

１０畜産クラスター家畜生産性向上対策事業 公１（２） ア 受託事業 中央畜産会

１１酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業 公１（２） ア 受託事業 中央畜産会

１２畜産経営体生産性向上対策事業 公１（２） ア 受託事業 中央畜産会

１３畜産関係団体調整機能強化事業 公１（２） ア 受託事業 中央畜産会

１４貸付事業指導等事業 公１（２） ア 受託事業 畜産近代化リース協会

１５畜産高度化支援リース事業 公１（２） ア 受託事業 農畜産業振興機構

１６畜産経営支援指導事業 公１（２） ア 自主事業 目乙資金

１７公共牧場活性化支援事業 公１（２） ア 自主事業 自乙資金

１８畜産環境保全支援事業． 公１（２） ア 自主事業 目乙脊金

１９畜産協会情報提供事業 公１（２） ア 自主事業 自乙資金

２０豚枝肉格付分析情報提供事業 公１（２） ア 自主事業 自乙資金

２１経営セミナー事業 公１（２） ア 自主事業 自乙資金

２２女子力発揮支援事業 公１（２） ア 自主事業 目乙誉金

２３獣医師番成確保修学資金給付事業 公１（２） イ 補助事業 農林水産省

２４酪農経営安定化支援ヘルパー事業（酪農経営支援総合対策事業） 【うち組合分】 公１（２） イ 補助事業 農畜産業振興機構

２５酪農経営安定化支援ヘルパー事業（酪農経営支援総合対策事業） 【うち協会分】 公１（２） イ 補助事業 農畜産業振興機構

２６酪農ヘルパー傷病時等利用互助事業 公１（２） イ 補助事業 農畜産業振興機構

２７酪農ヘルパー労働環境整備事業 公１（２） イ 補助事業 農畜産業振興機構

２８酪農ヘルパー事業円滑化支援事業 公１（２） イ 特別事業 その他

２９畜産人材確保育成事業 公１（２） イ 自主事業 自乙資金

３０畜産生産体制支援事業 公１（２） イ 自主事業 自乙資金

３１産業動物獣医師就業支援事業 公１（２） イ 自主事業 自乙資金

公１（３） 家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業

３２生産振興対策事業（県産鶏卵販売強化） 公１（３） ア 補助事業 辞、馬県

３３地方競、馬支援対策事業 公１（３） ア 自主事業 目乙資金

３４畜産普及啓発推進事業 公１（３） ア 自主事業 目乙資金

３５牧場体験支流事業 公１（３） ア 自主事業 目乙資金

３６畔、馬の堆肥普及事業 公１（３） ア 自主事業 目乙資金

３７牛疾病検査円滑化推進対策事業 公１（３） イ 補助事業 農林水産省

３８牛せき柱適正管理推進事業促進費交付業務 公１（３） イ 受託事業 日本畜産副産物協会

３９家畜防疫互助基金支援事業 公１（３） ウ 受託事業 中央畜産会

４０家畜防疫互助基金支援事業（交付業務）（Ｈ３０～Ｒ２） 公１（３） ウ 補助事業 中央畜産会

３

　

１０日



事業名 新規 廃止 会計区分 区分 事業種別 補助元

４１家畜防疫互助基金支援事業（交付業務）（Ｒ３～Ｒ５） 新規 公１（３） ウ 受託事業 中央畜産会

４２家畜生産農場衛生対策事業 公１（３） ェ 補助事業 農林水産省

４３群馬県（～Ｆ経口ワクチン対策協議会運営事業 公１（３） エ 受託事業 鍾ロワクチン対策協議会

４４鮮、馬県種鶏場等衛生対策事業 公１（３） ェ 自主事業 自乙資金

４５ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業推進事業 公１（３） ェ 自主事業 自乙資金

４６生産振興対策事業（後鴇まちみっ生産） 公１（３） オ 補助事業 群馬県

４７家畜防疫・衛生指導対策事業 公１（３） オ 助成事業 中央畜産会

４８、馬飼番衛生管理特別対策事業 公１（３） オ 助成事業 中央畜産会

４９、馬伝染性疾病防疫推進対策事業 公１（３） オ 助成事業 中央畜産会

５０育成、馬等予防接種推進事業 公１（３） オ 助成事業 中央畜産会

５１農場飼養衛生管理強化推進事業 公１（３） オ 自主事業 目乙資金

５２家畜衛生推進事業 公１（３） オ 自主事業 その他

５３野生獣衛生推進体制促進事業 公１（３） オ 助成事業 家畜衛生推進対策協議会

５４農場ＨＡＣＣＰ・畜産ＧＡＰ推進事業 公１（３） オ 自主事業 自乙資金

公１（４） 家畜の能力向上を促進する事業

５５肉用牛経営安定対策補完事業 公１（４） 補助事業 農畜産業振興機構

５６生産振興対策事業（家畜登録促進） 公１（４） 補助事業 畔、馬県

５７生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（２）畔、馬県畜産共進会（乳牛の部） 公１（４） 補助事業 群馬県

５８生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（３）群馬県畜産共進会（繁殖ネロ牛の都） 公１（４） 補助事業 舜、馬県

５９生産振興対策事業（乳牛等改良促進）・（５）畔、馬県畜産共進会（山羊の部） 公１（４） 補助事業 畔、馬県

６０生産振興対策事業（全国和牛能力共進会出品対策） 公１（４） 補助事業 群馬県

６１和牛全共出品対策事業 公１（４） 特別事業 改良事業準備金

６２育種価評価活用促進事業 公１（４） 特別事業 改良事業準備金

６３ゲノミック評価活用推進事業 公１（４） 特別事業 改良事業準備金

６４家畜共進会運営強化推進事業 公１（４） 特別事業 改良事業準備金

６５ネロ牛高等登録推進事業 公１（４） 特別事業 改良事業準備金

６６肉用牛産肉能力平準化促進事業 公１（４） 受託事業 家畜改良事業団

６７乳牛生産活用支援事業 公１（４） 自主事業 目乙資金

６８和牛生産活用支援事業 公１（４） 自主事業 目乙資金

６９肉豚生産活用支援事業 公１（４） 自主事業 自乙資金

７０山羊生産活用支援事業 公１（４） 自主事業 自乙資金

７１家畜共進会褒賞交付事業 公１（４） 自主事業 目乙資金

７２農林水産祭参加事業 公１（４） 自主事業 目乙資金

７３生産基盤拡大か速化事業 公１（４） 受託事業 全国肉用牛振興基金協会

７４生産振興対策事業（全国お牛能力共進会出品対策（鹿児島大会）） 新規 公１（４） 補助事業 群馬県

７５乳用牛ＳＮＰ検査推進事業 新規 公１（４） 特別事業 改良事業準備金

７６優良繁殖雌牛地域内保留推進事業 新規 公１（４） 特別事業 改良事業準備金

回又益事業】畜産に関する収益事業

７７家畜登録事業（乳牛・れレスタイン） 叔１（１） 家畜登録事業 家畜登録事業

７８家畜登録事業（乳牛・ゾヤーゾ－） 叔１（１） 家畜登録事業 家畜登録事業

７９家畜登録事業（お牛） 収１（１） 家畜登録事業 家畜登録事業

８０家畜登録事業（和牛・家畜改良事業団） 収１（１） 家畜登録事業 家畜登録事業

８１家畜登録事業（種豚） 叔１（１） 家畜登録事業 家畜登録事業

８２家畜登録事業（山羊・価羊） 叔１（１） 家畜登録事業 家畜登録事業

【その他の事業】畜産の振興を図る事業

８３畔、馬県乳牛改良協会事業 他１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）



事業名 新規 廃止 会計区分 区分 事業種別 補助元

８４群馬県お牛孜良組合連絡協議会事業 他１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）

８５辞、馬県養豚協会事業 他１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）

８６鮮、馬県養鶏協会事業 池１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）

８７鮮、馬県種鶏ふ卵協会事業 他１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）

８８群馬県巻蜂協会事業 他１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）

８９畔、馬県家畜人工授精師協会事業 池１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）

９０鮮、馬県畜産技術連盟事業 池１（１） 団体事務受託 事務受託（団体）

〔会計区分〕

　

【公益日的事業】畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進する事業
公１（１） 畜産経営の安定を支援する事業

　

ア

　

肉用子牛の精算の安定に関する支援

　

イ

　

肉用牛肥育経営の安定に関する支援

　

ウ

　

養豚経営の安定に関する支援

　

工 義

　　

経酵の

　　

ね

　

こ

公１（１） 畜産経営の安定を支援する事業
ア

　

肉用子牛の精算の安定に関する支援
イ

　

肉用牛肥育経営の安定に関する支援
ウ

　

養豚経営の安定に関する支援
エ

　

鶏卵経営の安定に関する支援

公１（２） 畜産経営の向上を支援する事業
ァ

　

地域の畜産経営への支援指導
イ

　

畜産経営の入材確保と労力負担の軽減に関する支援

家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業公１（３） 家畜及び畜産物の安宝性石
ァ

　

家畜及び畜産物への理解醸成
ィ

　

家畜及び畜産物の安全性の確保
ウ

　

家畜の悪性疫病による損失対策
エ

　

農場の生産衛生の強化
オ

　

家畜の衛生管理の強化オ

公１（４） 家畜の能力向上を促進する事業

【収益事業】畜産に関する収益事業
（１）家畜登録団体からの業務受託に関する事業

【その他の事業】畜産の振興を図る事業
（１）畜産団体からの事務受託等に関する事業
（２）その他事業



２

　

事業計画

【公益事業１１畜産経営の安定向上を支援し安全で良質な畜産物の生産を促進する事

業
（１） 畜産経営の安定を支援する事業

ア

　

肉用子牛の生産の安定に関する支援

　

肉用牛肥育経営への子牛の安定供給を進め、 国産牛肉の安定した生産が継続して行

われることを日的に、当協会と補給金の交付契約を締結した肉用牛繁殖経営者に対し、
子牛の販売価格が国の定める基準価格を下回った場合に、 その差額を補給金として交

付します。
〔実施予定事業数：１事業〕

Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

０１ 肉用子牛生産者補給金制度 補助

販売又は自家保留された肉用子牛に対し、四半期ごとの平均売買
価格が保証基準価格を下回った場合の差額の全額、また平均売買
価格が合理化目標価格を下回った場合の差額の９／１０を補給金とし
て交付する。
肉用子牛生産者補給金制度の運営体制を維持するために必要な事
務を実施する。

契約戸数

　

３１３戸
登録逗頂数

　

１１，０００頭

イ

　

肉用牛肥育経営の安定に関する支援

　

肉用牛肥育経営の安定を図ることにより、 国産牛肉の安定した生産が継続して行わ

れることを日的に、 肥育牛補てん金交付契約を締結した登録生産者に対し、 独立行政

法人農畜産業振興機構の調査にょり算出される肥育牛１頭当たりの標準的販売価格が、
同じく算出される標準的生産費を下回った場合に、 その差額の９割を交付金として交

付します。 また同制度等の事務推進を行います。
〔実施予定事業数：２事業〕

肉用牛肥育経営安定交付金制度 受託 肉用肥育牛経営の標準的販売価格が標準的生産費を下回った場合
に、その差額の９割を交付金として交付する。

契約戸数

　

２１９戸
登録頭、数

　

２５，０００頭

価格安定推進支援事業 自主
肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛肥育経営安定交付金制度につ
いて、円滑な運営を行うための支援を行う。

（事業推進）
肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛
肥育経営安定交付金制度

ウ

　

養豚経営の安定に関する支援

　

養豚経営の安定を図ることにより、 国産豚肉の安定した生産が継続して行われるこ

とを日的に、 独立行政法人農畜産業振興機構が実施する肉豚経営安定交付金制度の登

録生産者からの委託により、 同制度等の事務推進を行います。
〔実施予定事業数：１事業〕

０４ 肉豚経営安定交付金制度推進事業
（生産者事務受託）

生産者
事務
受託

肉豚経営安定交付金制度登録生産者からの委託により、書類の作
成支援や農畜産業振′興機構からの照会、問い合わせ対応等の事務
を実施する。

対象戸数

　

１１４戸
対象頭数

　

４６１，８６６頭



（２） 畜産経営の向上を支援する事業

ァ

　

地域の畜産経営への支援指導

畜産経営の高度化にぬ要な情報の提供や経営分析による指導、
なニーズに対応した経営指導を行し・ます。

個人・法人等の多様

　

また、 既往負債の長期・低利な資金への借り換え計画作成とその計画達成のための

指導、 資金借入を希望する畜産経営体の経営ビジョンや経営計画作成、 畜産女性経営

者の育成、 収益性・生産性を向上、 労働時間の短縮を図るための機械導入等を支援す

るとともに、 生産物の品質向上、 生産情報管理・分析について指導します。

　

さらに、畜産経営者の経営実績の収集、経営指導活動の成果を把握するための調査、
優れた畜産経営者や畜産振興に貢献している団体等の調査を行い、 その結果の周舛・

普及を図ります。
〔実施予定事業数：１８事業〕
Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

０５ 地域畜産支援指導等体制強化事業 補助

畜産経営の高度化に必要な情報の提供や多様なニーズに対応した
経営指導、一般消費者への畜産に対する理解醸成のための活動を
行うほか、馬事の振興等の畜産業を振興するための活動を実施す
る。

対象事業

　

１５事業

０６ 経営流通対策事業（経営指導推
進）

補助

畜産経営の経営改善計画、資金利用計画等の作成・達成のための
個別支援、畜産経営データベース等の情報化技術を活用した個
別・集団支援、畜産経営の高度化に必要な情報の提供や支援、 個
人経営から

　

企業的経営等の多様なニーズに対応した経営支援等を
実施する。 また、消費者等から求められる安全で安心な国産畜産
物の生産、資源循環の中心としての畜産の役割を十分に果たす観
点から、畜産農家が求める経営技術に有用な情報を提供する。

事業等の説明

　

５０回
事業等の確認・実施

　

１０回
資金融資・資金繰り

　

５回
計画作成・見直し

　

５回
経営管理・実績検討

　

４０回
生産技術 １５回
飼料生産

　

５回
家畜登録・生産指導

　

５５０回
家畜衛生・農場衛生

　

５回
畜産環境保全

　

５回
経営調査及び情報提供

　

１，２００回

０７ 畜産特別資金等推進指導事業 補助
畜産特別資金借受者の経営の改善及び安定を図るため、指導推進
協議会の設置、計画達成指導、経営分析による個別指導、並びに
新規倍受者の経営改善計画の作成指導を実施する。

対象戸数

　

１６戸

０８ 畜産クラスター機械導入事業 受託
畜産・酪農収益力強化整備等特別対策（畜産クラスター）事業の
機械導入事業について、その円滑な実施を図るため、参加要望申
請書の取りまとめ、及び事務推進等の支援を実施する。

参加要望数

　

延べ３３件
協議会数 ７か所

０９ 畜産クラスター全国実態調査事業 受託
優良な経営管理技術を有する経営体の経営成果等を調査し、課題
解決に取り組む経営情報として情報提供する。

対象戸数

　

３戸

　

１０ 畜産クラスター家畜生産性向上対
策事業

家畜生産性に係るデータ収集と生産性向上のためのデータ分析等
を実施する。

大家畜経営体

　

３戸
うち酪農

　

３戸

１１ 酪農労働省力化推進施設等緊急整
備対策事業

酪農労働省力化推進施設等緊急整備対策事業の円滑な推進を図る
ため、事業推進会議の開催並びに関係機関等への普及説明等を実
施する。また、要望のあった応援会議に対して連絡調整及び事業
推進方法に関する推進指導等を実施する。

推進会議

　

１回
協議会数

　

１か所
対象戸数

　

１戸

　

１２ 畜産経営体生産性向上対策事業 託

畜産経営体生産性向上対策事業（ＩＣＴ化等機械装置等導入事業）の
円滑な推進を図るため、事業推進会議の開催並びに関係機関等へ
の普及説明等を実施する。また、要望のあった応援会議に対して
連絡調整及び事業推進方法に関する推進指導等を実施する。

推進会議

　

１回
応援会議

　

１か所
対象戸数

　

１戸

　

１３ 畜産関係団体調整機能強化事業 毛
生産者等からの各種相談に応じるため、経営支援および経営支援
を実施するための団体運営に係る技術、知識等のスキルアップを
図る。

研修会

　

１５回

１４ 貸付事業指導等事業 毛 畜産近代化リース協会が貸付けた機械・車両等について保守管理
及び適正な使用に関する指導を実施する。

対象戸数

　

１５戸

１５ 畜産高度化支援リース事業 毛 畜産高度化支援リース事業のリース物件について、その貸付申
請、検収実施及び指導等を実施する。

対象件数

　

１件



Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

　

１６ 畜産経営支援指導事業 自主 畜産農家に対する技術指導等を実施し経営支援を実施する。 支援指導

　

延べ６１０回

１７ 公共牧場活性化支援事業 自主 公共牧場及び関係者を対象に、牧場管理等に関する研修会を開催
する。

研修会

　

１回

　

１８ 畜産環境保全支援事業 自主 堆肥や副資材の生産者の情報をＨＰに掲載するとともに、研修会を
開催する。

研修会

　

１回

１９ 畜産協会情報提供事業 自主
畜産業に有用な情報等を収集し、情報誌として生産者、関係団体
等に配布するとともに、本会ホームページ等を活用し広く情報提
供する。

情報誌

　

４回
畜産コンサルタント誌
９４先×１２回

２０ 豚枝肉格付分析情報提供事業 自主 豚枝肉格付データを収集し、独自の分析を加えた情報を四半期毎
に提供し、肉豚生産者の生産活動を支援する。

対象戸数

　

４７戸

２１ 経営セミナー事業 自主 畜産経営者等に対して高度化技術等の情報を取得するための講習
会等を開催する。

研修会

　

１回

２２ 女子力発揮支援事業 自主 畜産女性経営者を対象に、各種勉強会を開催し、各経営者が抱え
る課題の抽出及びその改善を支援する。

勉強会

　

４回
研修会

　

１回

イ

　

畜産経営の人材確保と労力負担の軽減に関する支援

　

畜産経営に係る人材確保と労力負担の軽減を図るため、 獣医学を専攻する大学生に
対し、 卒業後、 辞、馬県内で産業動物獣医師として従事することを条件に修学のための
資金を給付するとともに、 県内の産業動物獣医師採用情報を収集・提供し、 産業動物

獣医師への就業と人材確保を支援します。

　

また、 酪農ヘルパー利用組合が雇用等により確保している要員の確保・育成にぬ要

な費用の一部補助、 酪農従事者が病気、 けが等により就業困難となってヘルパー利用

が増かした場合の負担額の軽減のための互助基金の造成とその活用、 ヘルパーの活動

によって発生した財物の破損等を賠償する保険への加入促進と保険料の一部を補助し
ます。

　

さらに、 経営者の高齢化等により継続が困難となる経営の第三者継承への支援、 大

規模化により雇用をぬ要としている畜産経営に対して、 人材確保のための職業紹介や

募集にぬ要な支援及び人員育成のための支援を行います。
〔実施予定事業数：９事業〕
Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

　

２３ 獣医師養成確保修学資金給付事業 補助 群馬県内で産業動物獣医師になることを希望する獣医学生に対し
修学資金を給付する。

対象学生数

　

１７名

２４
酪農経営安定化支援ヘルパー事業
（酪農経営支援総合対策事業）
【うち組合分】

補助 酪農ヘルパー利用組合の経営安定化の推進を図る事業を実施す
る。

対象組合数

　

４組合

２５
酪農経営安定化支援ヘルパー事業
（酪農経営支援総合対策事業）
【うち協会分】

補助 酪農ヘルパー事業の経営安定化の推進を図る事業を実施する。 対象組合数

　

１１組合

２６ 酪農ヘルパー傷病時等利用互助事
業 補助

酪農ヘルパー利用組合に加入する酪農従事者の病気等により利用
されたヘルパー利用料の負担を軽減するため、互助基金を造成し
互助見舞金を交付する。

加入人数

　

６５５人

２７ 酪農ヘルパー労働環境整備事業 補助
酪農ヘルパーの出役中の事故等に備えるため賠償責任保険、並び
に臨時ヘルパー傷害保険に加入する。

対象組合数

　

１０組合

２８ 酪農ヘルパー事業円滑化支援事業 特別 酪農ヘルパー利用組合の運営、要員確保・育成等に必要な経費を
補助する。

対象組合数

　

１０組合

２９ 畜産人材確保育成事業 自主 畜産農家の雇用、新規参入、継承促進のための相談対応、広報啓
発活動を実施する。

広報啓発活動

　

３回
現場研修等

　

５日

３０ 畜産生産体制支援事業 自主 畜産農家の生産活動を支援する体制（ヘルパー体制）を整備し畜
産業の振興に寄与する。

連絡協議会の開催

　

３回

３１ 産業動物獣医師就業支援事業 自主 県内で産業動物獣医師を希望する獣医学生へ求人情報等を提供
し、県内における産業動物獣医師の確保・養成を目指す。

採用予定情報の提供・インターン
シップ情報調査

　

２回



（３） 家畜及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図る事業

ア

　

畜産及び畜産物への理解醸成

　

消費者等に対し、 畜産及び畜産物の安全性確保と理解醸成を図ることを日的に、 畜

産及び畜産物へ消費者を対象にした畜産及び畜産物に関する研修会や体験交流会の開

催、 イベントにおける畜産物の栄養沖織に関する啓発資料の作成・配布及び畜産物の

無償配布、 畜産堆肥の有機質肥料としての有用性に関する啓発資料の作れ・配布など

を通じて消費者の畜産への理解醸成及びリスクコミュニケーション確保のための活動

を行います。

　

また、 畜産の振興を担う地方競、馬場において冠レースを開催し、 畜産への理解醸成

を図ります。

〔実施予定事業数：５事業〕
Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

３２ 生産振興対策事業（県産鶏卵販売
強化）

補助 銘柄鶏卵等に係る消費イベント開催及び普及資料を作成、配布
し、鶏卵の生産振興と県産鶏卵の消費拡大を図る。

イベント

　

１回
調査

　

１回

３３ 地方競馬支援対策事業 自主 地方競馬の振興を図るため、競馬場において冠レースを実施す
る。

イベント

　

１回

３４ 畜産普及啓発推進事業 自主 一般消費者を対象に、関係資料等の配布を行い、畜産への理解と
醸成を深める。

イベント

　

１回

３５ 牧場体験交流事業 自主 一般消費者を対象に、牧場等において、搾乳、飼料給与、畜産物
加工などの体験交流を実施する。

日婦型

　　

１回
イベント

　

１回

３６ 群馬の堆肥普及事業 自主 一般消費者を対象に、畜産堆肥の有用性に関する啓発資料の配布
を行う。

配布

　

１回

ィ

　

家畜及び畜産物の安全性確保

伝達性牛海綿状脳症 （ＢＳＥ） に羅患した牛を確実に食肉流通から隔離することを

日的に、 死亡した牛の収集、 輸送、 検査、 処理にぬ要な費用への補助、 食肉処理場等

における特定危険部位の除去確認に要する費用に対し促進費を助成します。

　

また、 食肉処理事業者に対し、 特定危険部位の適正管理の促進を図ります。
〔実施予定事業数：２事業〕
Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

・３７ 牛疾病検査円滑化推進対策事業 補助 特定症状牛等の要件を満たす死亡牛のＢＳＥ検査に要する運賃、
検査料を補助する。

交付頭数

　

死亡牛５００頭

３８
牛せき柱適正管理推進事業促進費
交付業務 受託

特定危険部位である牛せき柱の適正な管理を実施した食肉処理事
業者に支払われる促進費の交付に必要な確認事務を実施する。

対象事業者数

　

４社

ウ

　

家畜の悪性疾病による損失対策

　

悪性の家畜伝染病など、 指定する疾病が発生した場合に、 飼養する乳牛、 肉牛、 豚

の淘汰した後、経営の再建を図ることを日的に、畜産経営者に対して事業内容の周沖、
事業への参加の呼びかけ、 事業への参加手続等を支援します。

　

また、 家畜疾病が発生した際、 家畜の級処分等を行った畜産経営体に対し、 経営再

開にぬ要な経費等を支援する互助金交付にぬ要な委員会を設置し、 互助金交付単価の

設定及び、 再生産に向けた導入計画の認定等を行います。



〔実施予定事業数：３事業〕

３９ 家畜防疫互助基金支援事業 受託

家畜の伝染病のうち、口蹄疫、牛疫、牛肺疫、ＡＳＦ、ＣＳＦカヨき生し
た場合に、経営再開までに必要な経費等を生産者が相互に支援す
る全国的な仕組みについて、生産者等に対する普及啓発、参加手
続き事務等を実施する。

参加戸数
牛

　

５９０戸

　

８４，２２７頭
隊 １４９戸

　

５７３，００８頭

４０ 家畜防疫互助基金支援事業（交付
業務）（Ｈ３０～Ｒ２）

補助

農家から提出のあった家畜防疫互助金交付申請書及び導入計画書
に基づき、家畜の種類及び区分に応じた契約区分別の１頭当たり
の互助金交付単価の設定、導入計画を認定するための委員会を設
置する。

委員会

　

１回

４１ 家畜防疫互助基金支援事業（交付
業務）（Ｒ３～Ｒ５）

補助

農家から提出のあった家畜防疫互助金交付申請書及び導入計画書
に基づき、家畜の種類及び区分に応じた契約区分別の１頭当たり
の互助金交付単価の設定、導入計画を認定するための委員会を設
置する。

委員会

　

３回

ェ

　

農場の生産衛生の強化

　

清浄化が難しく伝播力が強いため個別経営の取り組みだけでは十分な効果が得ら

れにくし・牛豚の伝染性疾病等の発生・流行を防止して畜産物生産の安定を図ることを

日的に、 検査、 予防接種、 生産衛生の強化にぬ要な費用の一部、 及び県内種鶏場等の

衛生管理向上のために検査経費の一部を補助 します。

　

また、 豚熱 （ＣＳＦ） 対策として野生イノシシへの経ロワクチン野外散布のための

協議会運営事業を実施するほか、 今春元年度に実施されたＡＳＦ侵入防止緊急支援事

業について、 整備施設の利用・管理状況等についてのフォローアップを行います。

〔実施予定事業数：４事業〕

Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

４２ 家畜生産農場衛生対策事業 補助

次の対策について費用の一部を補助する。
①ヨーネ病対策に係る牛の自主とう汰
②ＥＢＬ対策に係る農場の検査および吸血昆虫媒介疾病等の発生・流
行防止のための資材購入、高度感染牛のとう汰
③ＢＶＤ対策に係る検査およびＰＩ牛の自主とう汰、ワクチン接種
④牛豚飼養農場の飼養衛生管理基準に基づいた衛生指導に必要な
費用
⑤アカバネ病ワクチン接種
⑥越境性疾病侵入防止衛生対策に基づく衛生指導

ヨーネ病とう汰

　

１２頭
ＥＢＬ検査

　

５，４００頭
駆除剤 １か所
ＥＢＬとう汰

　

２頭
ＢＶＤ検査

　

１，０００頭
ＰＩ牛とう汰 １０頭
ＢＶＤワクチン接種

　

２００頭
衛生管理指導

　

２００回
アカバネ病ワクチン接種

　

７，５００頭
衛生指導対象

　

５農場

４３ 群馬県ＣＳＦ経口ワクチン対策協議会
運営事業

受託 豚熱 ＳＦ）対策として野生イノシシへの経ロワクチン野外散布のた
めの協議会運営を行う。

経口ワクチン散布実施回数

　

２回

４４ 群馬県種鶏場等衛生対策事業 自主 県内種鶏場等の鶏のオールアウト後のサルモネラ検査の補助を実
施することにより、より安全なひな、育成鶏の供給を図る。

検査数

　

７０検体

４５
ＡＳＦ侵入防止緊急支援事業推進
事業 自主

令和２年度に完了したＡＳＦ侵入防止緊急支援事業について、管
理状況の報告書等の作成を行う養豚経営体及び取組主体を支援す
るとともに、整備施設の処分期間中の利用状況及び書類の保管状
況について調査を行う。

取組主体数

　

１７団体
養豚経営体

　

１７１戸
農場数

　　　

３００農場

オ

　

家畜の衛生管理の強化

疾病の清浄化及び予防による畜産物の生産の安定を図ることを日的として、 自衛防

団体等が実施するワクチン接種の推進、 豚熱 （ＣＳＦ） 等の家畜伝染病発生時の対応

等を円滑に行うための演習・研修の実施、 農場ＨＡＣＣＰ認証、 畜産ＧＡＰを普及す

るための構築支援体制の整備、 調査・指導、 野生獣の家畜に影響を及ぼす疾病の保有

状況等にっぃての調査、 豚疾病防止のための獣医師による巡回指導、、馬の飼養者等へ

の衛生管理に関する調査・講習会、 ハチミツの安全性確保のための検査等について 支

援します。



〔実施予定事業数：９事業〕
Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

４６
生産振興対策事業（優良はちみつ
生産） 補助 ハチミツの品質検査に必要な経費の一部を補助する。 検査数

　

１００検体

４７ 家畜防疫・衛生指導対策事業 助成

家畜伝染病の発生予防、まん延防止等を確実かつ効率的に実施す
るため、国家防疫措置に併せて、重要な家畜疾病を対象とした防
疫演習、慢性感染症対応、馬伝染性貧血防疫等の自衛防疫活動を
推進するとともに、家畜衛生の向上と家畜・畜産物の安全性を確
保する ため、 農場 棚ＣＣＰ認証に必要な審査員の養成、力量向
上、認証取得の導入促進となる推進農場の構築手順の提供等を総
合的に実施する。

防疫演習

　

県域１回 地域５回
牛伝染性リンパ腫対策

　

１０農場
マイコプラズマ対策 ３農場
伝貧対策

　

３頭
ＨＡＣＣＰ構築・継続支援

　

８農場
ＨＡＣＣＰ研修会

　

２回

４８ 馬飼養衛生管理特別対策事業 助成 競走馬以外の馬の飼養衛生管理に関する知識や技術の普及啓発を
行い、馬の飼養衛生管理体制の総合的な整備を図る。

馬獣医療実態調査

　

５２戸
講習会

　

２回

４９ 馬伝染性疾病防疫推進対策事業 助成 乗用馬等の馬インフルエンザワクチンおよび馬鼻肺炎ワクチン接
種の推進を行う。

助成戸数

　

１５戸
助成頭数

　

３０１頭

５０ 育成馬等予防接種推進事業 助成
生産地における競走馬防疫体制を推進することにより、競走馬資
源のかん義と競走馬生産の安定的維持・発展を図る。

予防接種

　

１６５頭

５１ 農場飼養衛生管理強化推進事業 自主 国補助事業・家畜生産農場衛生対策事業に該当しない農場指導に
限り補助を行う。

対象農場

　

１０農場

５２ 家畜衛生推進事業 自主 各地域の自衛防疫団体や公共牧場で実施する予防注射に必要な資
材の購入、注射に要した費用の支払い等の事務を実施する。

対象自衛防疫団体
３２団体及び公共牧場

５３ 野生獣衛生推進体制促進事業 助成

家畜衛生関係者を中心とした野生獣被害の情報発信体制を構築、
主にシカについての衛生実態を把握し、畜産農家等の飼養衛生管
理に対する意識の向上を図り、野生獣衛生対策の推進に取り組
む。

委員会

　

３回（研修会１回）
実態調査

　

シカ１５頭

５４ 農場ＨＡＣＣＰ・畜産ＧＡＰ推進事業 自主
農場ＨＡＣＣＰ及び畜産ＧＡＰの普及を図るため、認証に取り組む農場へ
の支援及び情報提供を行う。また、本会職員の農場ＨＡＣＣＰ・畜産
ＧＡＰの資格取得支援を実施する。

研修会出席

　

７回
農場ｍＣＣＰ農場指導員

　

３名
農場ＨＡＣＣＰ審査員

　

３名
畜産ＧＡＰ指導員

　

１名
畜産ＧＡＰ審査員

　

２名

（４） 家畜の能力向上を促進する事業

　

家畜の生産能力は、 個体が持って生まれた性質 （遺伝） と飼養される環境条件によ

って影響を受けることから、 家畜が快適に生活できる場を整えるとともに、 飼養して

いる家畜の生産能力を遺伝的に引き上げるぬ要があります。

　

そのため、 当協会は家畜の遺伝的な能力と大きな関連がある体型等を中起とした評

価に技術と経験を持った職員を配置し、 県域を対象とした家畜共進会の開催及び地域

における家畜共進会への開催支援、 能力向上にぬ要な家畜の体型や産肉能力データの

収集等を実施します。
◆

　

また、 今春４年１０月に鹿児島県で開催される 「第１２回全国本牛能力共進会」 へ

の出品を円滑に進めるための出品対策を実施します。

〔実施予定事業数：２２事業〕
Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

５５ 肉用牛経営安定対策補完事業 補助
地域の中核的担い手が計画的に優良繁殖雌牛を増頭した場合に、
増頭実績に応じて奨励金を交付する。

対象戸数

　

２０戸
対象頭数

　

９０頭

５６
生産振興対策事業（家畜登録促
進） 補助 家畜の血統整理や登録・登記を推進するため、有資格者の養成、

研修会等への派遣を実施する。
研修会派遣

　

５人

５７
生産振興対策事業（乳牛等改良促
進）・（２）群馬県畜産共進会
（乳牛の部）

補助 群馬県乳牛共進会などを開催し、県内乳牛の改良を促進して振興
を図る。

県共進会

　

１回

５８
生産振興対策事業（乳牛等改良促
進）・（３）群馬県畜産共進会
（繁殖和牛の部）

補助 群馬県繁殖和牛共進会などを開催し、県内肉用牛の改良を促進し
て振興を図る。

県共進会

　

１回

５９
生産振興対策事業（乳牛等改良促
進）・（５）群馬県畜産共進会
（山羊の部）

補助 群馬県山羊共進会を開催するなど、県内山羊・めん羊の改良を促
進して振興を図る。

県共進会

　

１回



Ｎｏ． 事業名 種別 事業内容 事業量

　

６０
生産振興対策事業（全国和牛能力
共進会出品対策） 補助 第１２回全国和牛能力共進会における出品対策を実施する。

研修会

　

１回
会議

　　

６回

６１ 和牛全共出品対策事業 特別 第１２回全国和牛能力共進会の出品対策のための調査、指導を実
施する。

指導組合数

　

９組合

　

６２ 育種価評価活用促進事業 特別
県内で肥育された肉牛の産肉データ６形質を収集して育種価を解
析し、広く公表することにより県内産肉牛の能力向上を図る。更
にその結果を解説する研修会を開催する。

育種価データ数

　

１０５，０００件
評価頭数

　

５，０００頭
研修会

　

１回

　

６３ ゲノミック評価活用推進事業 特別

ゲノミック評価を活用し、早期に繁殖雌牛候補の能力を把握し、
雌牛の選抜や保留の判断材料の一つとすることで、着実に高能力
雌牛を県内に保留できるため、ゲノミック評価申込み雌牛に対し
助成する。

助成頭数

　

６５０頭

　

６４ 家畜共進会運営強化推進事業 特別 地域で行う家畜共進会の実施に必要な費用の一部を助成する。 対象共進会

　

１件

６５ 和牛高等登録推進事業 特別 和牛の高等登録受審を推進し、和牛改良の促進を図る。 助成頭数

　

４５頭

　

６６ 肉用牛産肉能力平準化促進事業 受託 肉用牛の調整交配及びその結果の調査とりまとめを実施する。
交配計画頭数

　

６３頭
生産子牛頭数

　

５０頭

６７ 乳牛生産活用支援事業 自主 乳牛の生産振興及び活用支援のため、県内乳牛生産者を対象とし
て開催する共進会等を支援する。

共進会

　

１回

　

６８ 和牛生産活用支援事業 自主 和牛の生産振興及び活用支援のため、県内和牛生産者を対象とし
て開催する共進会等を支援する。

共進会

　

１回

　

６９ 肉豚生産活用支援事業 自主 肉豚の生産振興及び活用支援のため、県内養豚生産者を対象とし
て生産豚の肉質調査等を支援する。

肉質調査

　

１０頭

７０ 山羊生産活用支援事業 自主 日本ザーネン種山羊の普及、活用を推進するための情報父換会を
開催する。

共進会

　

１回

７１ 家畜共進会褒賞交付事業 自主 地区及び地域で実施する畜産共進会の予選会上位入賞者に対し、
褒賞を授与する。

共進会等

　

５回

７２ 農林水産祭参加事業 自主 本会が開催する乳牛共進会、繁殖和牛共進会について、農林水産
祭に参加する。

乳牛

　

２点
繁殖和牛

　

１点

　

７３ 生産基盤拡大加速化事業 受託 需要拡大に対応する生産基盤の強化を図るため、繁殖雌牛を増頭
した場合に、増頭実績に応じて奨励金を交付する。

対象戸数

　

１００戸
対象頭数

　

４２０頭

　

７４ 生産振興対策事業（全国和牛能力
共進会出品対策（鹿児島大会））

補助 第１２回全国和牛能力共進会出品のための予選会及び出品対策を
実施する。

予選会

　

１図
出品頭数

　

１１頭

７５ 乳用牛ＳＮＰ検査推進事業 特別
乳用牛体型調査及び牛群審査において、高得点を得た初産牛産子
のｓＮＰ検査結果より算出したゲノミック評価値を活用し、生産性向
上に資する経営体へ支援する。

対象頭数

　

１２０頭

７６ 優良繁殖雌牛地域内保留推進事業 特別

事業に取り組む生産者集団等の構成員の所有する繁殖雌↑のう
ち、繁殖性および産肉性に富む基礎雌牛となる優良繁殖雌牛を供
卵牛として選定し、得られた受精卵を地域内の和牛繁殖農家に対
し販売した場合の経費について助成する。

採卵助成頭数

　

２０頭
受精卵助成数１００卵



【収益事業１１畜産に関する収益事業
（１） 家畜登録団体からの業務受託に関する事業

　

家畜の血統登録を行う団体から業務の一部を受託し、 畜種ごとに定められた登録規

程等に基づき、 登録申し込みのあった家畜の個体の確認、 体型・特徴の記録、 ＤＮＡ

検査のための試料の採取、 血統の確認、 登録手続、 登録料の代行収受、 登録証の送付

等の業務を行います。
〔実施予定事業数：６事業〕

　

７７

　

８２
家畜登録事業 登録

登録申込みのあった家畜（乳牛、肉牛、豚、山羊）の個体の確
認、体型・特徴の記録、ＤＮＡ検査のための試料採取、血統の確
認、登録手続、登録料の代行収受、登録証の送付等の事務を実施
する。
（４畜種、６事業）
①乳牛・ホルスタイン
②乳牛・シキーシし
③和牛
①和牛・家畜改良事業団
⑥種豚
⑥山羊・緬羊

登記・登録 （個体）
ホルスタイン

　

４，３３０頭
ゾヤシし

　

６０頭
和牛

　

８，２３１頭
種豚

　

３１５頭
山羊

　

５７頭
ゲノミック等（事業団）
和牛

　

１，５２５頭
その他証明等（延べ）
ホルスタイン

　

１，５９３件
ゾヤーゾー

　

６件
和牛

　

３，０２７件
種豚

　

１，３１６件
山羊

　

２１件

【その他の事業１１畜産の振興を図る事業
（１） 畜産団体からの事務受託等に関する事業

畜産生産者等を構成員とする団体からの委託を受け事務を行います。

　

〔実施予定事業数：８事業〕

８３

９０
団体事務受託事業 団体

①群馬県乳牛改良協会
②群馬県和牛改良組合連絡協議会
③群馬県養豚協会
④群馬県養鶏協会
⑤群馬県種鶏ふ卵協会
⑥群馬県養蜂協会
⑦群馬県家畜人工授精師協会
⑧群馬県畜産技術連盟

事務受託団体

　

８団体

（２） その他事業
「廃棄物の処理と清掃に関する法律」 に基づく家畜の死体処理にぬ要な産業廃棄物管

理票 （マニフェスト） の販売、 畜産に関する情報提供、 畜産に関する印刷物の販売

等、 本会が実施する事業に付随する畜産の振興を図るための事業を行います。


